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There’s growing demand for high-quality confectionery products in South America, and U.S. firms are well-positioned to 
take advantage of this opportunity.

The growth is being driven in part by two free trade agreements: the Dominican Republic-Central America Free Trade 
Agreement (CAFTA-DR) and the U.S.-Panama Trade Promotion Agreement. These stimulated overall agricultural exports 
to Latin America in particular, including confectionery.

The COVID-19 pandemic slowed down export growth in these regions, but the markets have recovered and growing 
populations, particularly among the middle class, are creating a healthy demand for more confectionery goods.

Additionally, due to the trade agreements, most confectionery exports to CAFTA-DR and Panama are not subject to tariffs. 
This is expected to create opportunities for U.S. companies to increase their overall market share.

One market to keep an eye on is Panama, which was the sixth-largest destination for U.S. confectionery exports in 2023, 
at $22.85 million, according to USDA data. While this is only a small share of the overall $696.30 million confectionery 
market in the country, its size is expected to grow 5.37% between 2024 and 2028, according to Statista.
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Options Abound for 
Confectionery in South America

南米における
菓子製品の豊富な選択肢

南米で高品質の菓子製品の需要が高まっており、米国企業は
この好機を捉える上で有利な立場にあります。

この需要の高まりの一因は、米国・中米・ドミニカ共和国自由
貿易協定と米国・パナマ自由貿易協定という2つの自由貿易
協定にあります。これらの貿易協定により、菓子製品を含め
て、特に中南米向けの農産物全体の輸出が活気づいています。

中南米向けの輸出の伸びはコロナ禍で鈍化しましたが、市場
が回復し、とりわけ中産階級の人口が増加したことで、より多
くの菓子製品に対する健全な需要が喚起されています。

さらに、貿易協定によって、CAFTA-DR地域とパナマへのほ
とんどの菓子製品の輸出には関税がかかりません。これによ
り、米国企業が市場全体のシェアを拡大する機会がもたらさ
れることが期待されています。

注目すべき市場の一つがパナマであり、米国農務省（USDA）
のデータによると、2023年の米国産菓子製品の輸出金額が
2,285万ドルと第6位の輸出先になっています。これは、6億
9,630万ドルというパナマの菓子市場全体の一部に過ぎませ
んが、スタティスタ（Statista）によると、その規模は2024年か
ら2028年にかけて5.37%成長することが予想されています。

（2ページ目に続く）
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その最大の要因は中産階級の台頭です。2021年から2024年にか
けて、収入が2万ドル以上の世帯数が50万世帯増加して530万世帯
に達し、可処分所得が増えた家庭が市場にあふれています。

また、都市人口の増加も成長要因となっており、USDAによると、
2021年から2024年にかけて都市人口が10%増加しました。都市
生活者は、地方生活者よりも時間に追われている傾向にあり、手軽
に食べられるスナックとして菓子製品を求めています。チョコレ
ート菓子、甘いビスケット、スナックバー、フルーツスナックの人
気が特に高まることが予想されます。

イノーバ・マーケティング・インサイツ（Innova Marketing 
Insights）によると、概して中南米は北米や欧州の嗜好トレンドの
影響を受ける傾向にあります。この点を考慮すると、チョコレー
ト菓子の中でもナッツやフルーツを使用した商品が人気になるこ
とが予想されます。ナッツはトップのフレーバーカテゴリーであ
り、定番の木の実が引き続き上位に入っていますが、あまり一般的
でない種類も人気を集めています。フルーツも多様化しており、
イノーバ・マーケティング・インサイツは、ピーチ、マンゴー、パッ
ションフルーツを人気のフルーツとして挙げています。

ナッツを使用した菓子製品を南米で販売することを検討している
メーカーは、チリに目を向けるとよいかもしれません。チリは米
国産菓子製品のトップの輸出先ではありませんが、USDAによる
と、2022年には米国産の木の実の消費量で第10位に入っていまし
た。アーモンドがそれらの売上の75%を占めており、チリ人は菓
子製品の材料としてアーモンドを好んでいることが分かります。

砂糖菓子ではフルーツが依然としてトップのフレーバーとなって
いますが、イノーバ・マーケティング・インサイツによると、ケー
キ、クッキー、乳製品、バニラなどの少しぜいたくなフレーバーが
急成長しています。ストロベリー、オレンジ、レモンなどの定番の

フルーツフレーバーも相変わらず人気がありますが、ここ数年で
は、パイナップル、アップル、ピーチ、ラズベリーなどのフレーバー
も世界的に人気が高まっています。

とりわけチョコレートメーカーは、商品の輸出先にかかわらず、価
格を考慮する必要があります。エルニーニョ現象が続いて湿度に
悪影響を及ぼし、カカオの収穫量が減っているため、アフリカでカ
カオの生産量が低下しています。

収穫の遅れや病気を引き起こす過剰な降雨と、作物の成長を妨げ
る恐れがある乾燥が、チョコレート菓子の最終価格に影響を及ぼ
す可能性があります。また、原料費、人件費、輸送費の上昇傾向が
見られます。

中産階級が南米の多くの国で増加している中、価格が問題になる
可能性もあります。カカオの供給逼迫は世界的な懸念事項となっ
ていますが、価格が高騰して消費者がお気に入りの商品のみを購
入しているのであれば、地位を確立できていないブランド企業は
基盤を築くのに苦労するかもしれません。

一部の市場では、米国産商品の品質が成功の一助となる可能性が
あります。USDAによると、グアテマラ、ホンジュラス、エルサルバ
ドルから成る北部三角地帯の消費者は、米国産のスナックや菓子
製品から、高品質、信頼性、おいしさを連想するようです。

北部三角地帯では特にホリデーシーズンにチョコレートの人気が
あり、都市化が進み米国メーカーに新たな機会がもたらされるこ
とが期待されます。

輸出業者は、南米の一部の国々で基盤を固めつつある米国ブラン
ド企業にも注目するとよいでしょう。最近の例として、2023年9
月にスイーツとスナックを手掛けるブラジル企業ドリ・アリメン
トス（Dori Alimentos）を買収したキャンディメーカーでるフェラ
ーラ（Ferrara）が挙げられます。同社は、新たに獲得したブラジル
国内における生産・流通能力を生かし、同国での事業拡大を図るこ
とができました。

しかし、他のメーカーを無視してよいわけではありません。グロ
ーバルデータ（GlobalData）のフードセクターヘッドアナリスト
である小西美江氏は、ジャスト・フード（Just Food）に対し、ブラ
ジルの消費者は米国産菓子製品を好んでいると述べています。ブ
ラジルで地位を確立している大手企業が優位に立っている一方、
ブラジルのような国は広大であるため、どの企業にも機会が開か
れています。

南米における菓子製品の豊富な選択肢 続き

砂糖菓子ではフルーツが依然としてトップのフレーバ
ーとなっていますが、イノーバ・マーケティング・インサ
イツによると、ケーキ、クッキー、乳製品、バニラなどの
少しぜいたくなフレーバーが急成長しています。
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The global foodservice market has rebounded from the pandemic and is 
resilient, according to Technomic. However, global uncertainty and price 
sensitivity will define what consumers look for on their menus.

While the U.S. is the biggest foodservice market, more than 75% of total 
industry sales come from elsewhere in the world, according to Technomic data. 
As a result, there are plenty of opportunities for manufacturers to export items 
for menus across the globe.

Shoppers are expected to become divided between those that seek out high-end 
offerings and those that want value from their dining experiences. As a result, 
food menus that seek to offer a middle ground between the two are expected to 
become less popular.

Restaurant operators aren’t immune to these pressures, either. Businesses 
concerned about maintaining cash margins will focus on promoting higher-
yield items and products that can be applied across the menu. Ingredients and 
processed foods that can fit into these slots may be popular.

However, this doesn’t mean restaurants won’t be looking for interesting items. 
Technomic noted that foodservice companies still want to create excitement and 
draw in consumers, which means they will no doubt be looking for new items 
to add to their menus. 

The average restaurant chain has added 19 items to its menu over the past year, 
with the U.K., Japan and China being the leaders among foodservice operators 
who focus on product innovation and new item introductions.

Manufacturers should also be aware of any environmentally friendly aspects 
of their supply chain, which could make their products more appealing to 
some foodservice companies. Consumers are concerned with social and 
environmental responsibility and will turn to brands that limit waste and 
support green initiatives.

Technomic highlighted the Philippines, Indonesia, India and Thailand as the 
countries with the most environmentally conscious foodservice consumers.

Thus far in 2024, U.S. food export trends reveal diverse shifts across multiple sectors. 

The overall U.S. trade deficit increased slightly in early 2024 – growing from $67.6 
billion in January to nearly $69 billion a month later – with imports outpacing 
exports, which could potentially impact the competitive stance of U.S. food products 
abroad, according to the Bureau of Economic Analysis. 

As noted in an April 15 report by the World Bank, compared to two weeks earlier, the 
agricultural and export price indices closed 3% higher and 8% higher, respectively. 
The export price index continues to be driven by increasing cocoa and coffee arabica 
prices. Changes in planting strategies in response to economic factors like biofuel 
demand could affect the types and volumes of agricultural exports from the U.S. 

Despite a general decrease in beef production due to reduced cattle supplies, beef 
exports have exceeded expectations due to strong international demand. The shortfall 
in beef production is being offset by increased pork and broiler outputs, per USDA 
reports. 

U.S. beef exports in February were 244 million pounds, almost 3% above the 
same-period shipments last year and higher than expectations. This prompted a 
20-million-pound increase of the first-quarter export forecast to 740 million pounds. 

These trends suggest 2024 will largely be a year of adaptation within the U.S. food 
export sector.

Foodservice resilient, but inflation adds pressure

Mid-year export trends take form
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回復の早いフードサービスに
さらにのしかかるインフレ圧力

中期輸出トレンドが明らかに

テクノミック（Technomic）によると、世界のフードサービス市場はコロナ禍からの
立ち直りが早く、回復しています。しかしながら、消費者がメニューに求めるものを
決定づけるのは、世界的な不確実性と価格感応度です。

テクノミックのデータによると、米国のフードサービス市場は最大規模を誇ってい
ますが、業界の売上全体の75%以上が他国からもたらされています。そのため、メニ
ューに載る商品を輸出する豊富な機会が世界中のメーカーにもたらされています。

買い物客は、高級な商品を求める人と、食事体験で得られる価値を求める人に分かれ
るようになることが予想されます。その結果、それらの中間に位置するものを提供
するフードメニューの人気は低下するでしょう。

レストラン経営者も、そうしたプレッシャーから逃れられません。キャッシュマー
ジンの維持に関心がある企業は、利益率の高い商品やメニュー全体で活用できる商
品の訴求に重点を置くようになるでしょう。これらに当てはまる食材や加工食品の
人気が高まる可能性があります。

ただし、レストランが面白みのある商品を求めていないということではありません。
テクノミックによると、フードサービス事業者は引き続き消費者をわくわくさせて
引き付けたいと考えていることから、メニューに追加する新たな商品を求めている
といえます。

平均的なレストランチェーン店は、過去1年間で19商品をメニューに追加していま
す。フードサービス事業者の中でも、英国、日本、中国の事業者は、率先して商品のイ
ノベーションや新商品の導入に取り組んでいます。

メーカーもまた、環境に配慮したサプライチェーンの側面を意識する必要がありま
す。そうすることで、一部のフードサービス事業者に対する自社商品の訴求力を高
められる可能性があります。消費者は、社会と環境への責任に関心を示しているた
め、廃棄物を抑えて環境への取り組みを支持するブランド企業に注目するでしょう。

テクノミックは、フードサービスの消費者の環境意識が最も高い国として、フィリピ
ン、インドネシア、インド、タイを挙げています。

2024年において、これまでのところ、複数のセクターにわたって米国産食品の輸出ト
レンドにさまざまな変化が表れています。

米国商務省経済分析局によると、米国全体の貿易赤字は2024年初頭に若干増加しまし
た。1月の676億ドルから1カ月後には690億ドル近くに増加し、輸入額が輸出額を上回
り、海外における米国産食品の競争上の立場に影響を及ぼした可能性があります。

世界銀行の4月15日付の報告書によると、その2週間前と比べて、農産物価格指数が3%、
輸出物価指数が8%上昇しました。輸出物価指数は引き続きカカオとアラビカ種コー
ヒーの価格高騰にけん引されています。バイオ燃料需要などの経済的要因に対応した
作付け戦略の変更は、米国からの輸出農産物の種類や量に影響を及ぼす可能性があり
ます。

牛の供給量の低下によって牛肉の生産が総じて減少しているにもかかわらず、国際的
に旺盛な需要によって牛肉輸出量は予想を上回っています。USDAの報告書によると、
牛肉生産量の不足は、豚肉とブロイラーの生産量の増加によって相殺されています。

2月の米国産牛肉の輸出量は2億4,400万ポンドと、前年同期の出荷量に比べてほぼ3%
増となり、予想を上回りました。このため、第1四半期の予想輸出量は2,000万ポンド増
の7億4,000万ポンドに引き上げられました。

これらのトレンドから、2024年は米国産食品の輸出セクターにおいて適応の年となる
ことが予想されます。
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A+ベリー（A+ Berry, Inc.）

ネブラスカ州リンカーン

A+ベリーは、ネブラスカ大学リンカーン校を拠点とする大手10社に入るフード
テック企業であり、健康のために革新的でおいしい抗酸化飲料を生産しています。
「アロジュース（AroJuice）」はA+ベリーの最初の商品で、米国中西部で栽培さ
れているスーパーフルーツのアロニアベリーを低温殺菌して作ったおいしいジュ
ースです。アロニアは、日常生活の中で薬の代わりに機能的かつ革新的で低糖の
おいしい飲料を飲むことで健康を増進したい消費者に、優れた抗酸化作用をもた
らします。

毎日8オンスの「アロジュース」を飲むことで、他の健康に良いジュースの3倍以
上に相当する、1,000粒のブルーベリーを食べるよりも多い天然由来の抗酸化物
質と水溶性食物繊維を摂取できる一方で、糖分を50%以上減らすことができます。
糖類も保存料も一切使用しておらず、加熱加工も行っていない「アロジュース」
は、超高級機能性ジュースとして、米国30州以上のお客様向けに販売されてい
ます。

A+ベリーは他にも、環境に配慮した持続可能で透明性のある生産方法で、「アロ
コンセントレート（AroConcentrate）」、「アロワイン（AroWine）」、「アロパウダ
ー（AroPowder）」という3種類の革新的な抗酸化商品を開発しました。これらの
商品はすべて、米国中西部のスーパーフルーツであるアロニアベリーを使用して
おり、多様な顧客ニーズに対応しています。aplusberry.com

エイブズ・ビーガン・マフィンズ 
（Abe’s Vegan Muffins）

ニューヨーク州ウェストニャック

エイブズ・ビーガン・マフィンズは、人気の「チョコレート・チップ・ミニ・マ
フィンズ（Chocolate Chip Mini Muffins）」をはじめとした、学校でも食べられ
るおいしい焼き菓子を生産しています。天然原料のみを使用した当社の焼き菓子
は、ビーガンおよびコーシャパレーブに対応しており、乳製品、卵、ナッツ（コ
コナツを除く）、大豆、ゴマ、エンドウ豆タンパク質などの一般的なアレルゲンを
含んでいません。また、保存料も人工原料も一切使用していません。当社が米国
で急成長を遂げている、ビーガンおよびアレルギーに対応した焼き菓子ブランド
企業である理由をお分かりいただけたでしょうか。当社のストーリーを詳しく知
りたい方や、原料と栄養成分を知りたい方は、abesmuffins.comをご覧くださ
い。商品はニューヨークの工場から冷凍した状態で出荷します。販売はエアロコ
ス・インターナショナル（Aero-Cos International）が行っています。
aerocos.com

リバティ・オーチャーズ（Liberty Orchards）

ニュージャージー州マルボロ

リバティ・オーチャーズは、100年以上も米国で愛されてきたフルーツキャンデ
ィとナッツキャンディを生産しています。

小ロットで手作りしている当社の商品は、100%天然のフルーツと高級ナッツを
使用し、ビーガンおよびコーシャに対応しており、グルテンフリー認証を取得済
みです。砂糖とナッツを使用していないキャンディを含めてさまざまなフレーバ
ーを長年提供しており、甘い物好きの方にきっと満足していただけます。人工の
着色料、香料、保存料を一切使用していない当社のキャンディは、安心して楽し
めるおやつです。

フルーツとナッツのエナジーバーである「オーチャード・バー（Orchard Bar）」
には、本物のフルーツ、健康に良いナッツとシード、大豆タンパクナゲットが豊
富に含まれており、非遺伝子組換え作物（非GMO）を使用して、おいしい7つの
フレーバーで展開しています。1.4オンスのバーは持ち運びに適しており、忙しい
方も外出先でおいしくエネルギーを摂取できます。詳細は libertyorchards.info
でご覧ください。海外販売はエアロコス・インターナショナルが行っています。

アグロプール（Agropur Inc.）

ミネソタ州エデンプレイリー

1938年に創業したアグロプールは、世界で上位15社に入る乳製品メーカーです。
米国のチーズ工場では毎年、当社のウィスコンシン・マスター・チーズメーカー
の指導の下、受賞実績を誇る一貫して高品質のチーズを10億ポンド以上生産して
います。当社のチーズは、世界で最も権威あるコンテストのいくつかで定期的に
最上位の賞を獲得しています。20種以上の生産能力を備えた米国のチーズ工場で
は、モッツァレラ、プロヴォローネ、チェダー、フェタを専門に手掛けています。
当社は、国際的な支援を得ながら、米国全土にSQF認証を取得済みの7つの工場
を置いています。「Exceptional Cheese. Expert Solutions.（卓越したチーズ、専
門的なソリューション）」がモットーです。
agropur.com/us/cheese | agropur.com/us

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

http://www.foodexport.org
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ザ・バイツ・カンパニー（The Bites Company）

コネチカット州ウェストポート

これほどおいしくて健康に良いスナックはありません。忘れられないほどおいし
くて病みつきになる当社のビスコッティ「バイツ（Bites）」は、二度焼くことで
サクサクなのに滑らかな食感を実現しています。オーガニックでクリーンな非
GMO原料を使用しており、ベイステートオーガニック認証およびKof-Kコーシ
ャ認証を取得済みで、減塩、低カロリー、ピーナツ不使用（ピーナツおよび木の
実を使用していない当社工場で生産）、保存料不使用の商品です。海外販売はエア
ロコス・インターナショナルが行っています。詳細は info@aeroco.comまでメー
ルでお問い合わせください。

ボビー・スーズ・ナッツ（Bobby Sue’s Nuts）

ニューヨーク州チャパクア

「Nuts with a mission!（ミッションを持ったナッツ！）」をスローガンに掲げる当
社は、バーブ・コブレン（またの名をボビースー）が飼い主のいない動物たちに
もっと何かできないかと知恵を絞ったことから始まりました。2008年、ボビース
ーは、家族に伝わる昔ながらの香ばしく甘いナッツのレシピを、店から市場へ、そ
して航空会社へと持ち込み、心と味覚をつかんで、自家製のアイデアを全国的な
ブランドへと発展させました。その一方で、売上から得た資金を寄付して近代的
な動物保護施設を建設し、法的保護を支援しました。ボビースーは、ピーカン、カ
シューナッツ、アーモンドの一粒一粒を細心の注意を払いながら扱い、丁寧にロ
ーストし、おいしさと品質における極めて高い基準を満たしています。販売につ
いてはgetnuts@bobbysuesnuts.comまでお問い合わせください。革新的なフレ
ーバーとミッションについて、詳細は bobbysuesnuts.comでご覧ください。

フェデレーテッド・グループ（Federated Group, Inc.）

イリノイ州アーリントンハイツ

フェデレーテッド・フーズ（Federated Foods）のすぐ食べられるシリアル「ラ
イフ・エブリ・デイ（Life Every Day）」は、さまざまな種類のおいしいシリアル
で、朝食やスナックにもお気に入りのレシピの材料にもぴったりです。「フロステ
ッド・フレークス（Frosted Flakes）」、「クリスピー・ライス（Crispy Rice）」、「コ
ーン・フレークス（Corn Flakes）」、「レーズン・ブラン（Raisin Bran）」、「フル
ーツ・ワール（Fruit Whirls）」、「トーステッド・オーツ（Toasted Oats）」、「ハニ
ー・ナッツ・トーステッド・オーツ（Honey Nut Toasted Oats）」のフレーバー
を展開しており、きっとお気に入りのフレーバーが見つかります。「ライフ・エブ
リ・デイ」が愛される商品になるように、おいしさと便利さを手頃な価格で提供
しています。「ライフ・エブリ・デイ」は、ナショナルブランドと同等以上の品質
を誇っており、安心して購入していただけます。当社の商品はすべて、ダブル品
質保証を取得しています。詳細は当社ウェブサイト my-lifeeveryday.com でご
覧ください。

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

ブルックリン・フード・グループ 
（Brooklyn Food Group）

ニュージャージー州マルボロ

ブルックリン・フード・グループは、最高品質の原料、独自の加工法、そしても
ちろんニューヨークの水を使用し、本格的なニューヨークベーグルを生産してい
ます。ニューヨークの水に含まれている炭酸カルシウムなどのミネラルの量は非
常に少ないため、風味、おいしさ、香りに定評のあるベーグルが誕生しました。当
社のベーグルの強みは、24カ月の冷凍保存期間です。また、個包装されたベーグ
ルは、解凍してから45日間保存できます。当社は、13のフレーバーと配合で提供
しているニューヨークの味をお客様にお届けしています。海外販売はエアロコス・
インターナショナルが行っています。コーシャ認証およびハラル認証を取得済み
です。

http://www.foodexport.org
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フライ・クリスプ・フード・プロダクツ 
（Fry Krisp Food Products Inc.）

ミシガン州ジャクソン

フライ・クリスプ・フード・プロダクツの「レモン・ペッパー・ブレッディング
（Lemon Pepper Breading）」は、酸味のあるレモンと香り豊かなコショウをブレ
ンドした食欲をそそるパン粉で、どのような料理もおいしく仕上げられます。丁
寧に作られたこのパン粉は、わずかに効かせたコショウでかんきつ系の豊かなフ
レーバーを引き立たせており、ピリッとした深みのある風味の絶妙なバランスを
生み出しています。きめの細かさで衣がサクサクになり、水分を閉じ込めること
で、肉、鶏肉、シーフードのジューシーさが増します。「レモン・ペッパー・ブレ
ッディング」は、揚げても、焼いても、エアーフライヤーを使用しても、必ず食
欲のそそる料理に仕上げます。フライドチキン、魚の切り身、野菜天ぷらといっ
た定番の料理にも使いやすい万能の商品です。当社は品質と風味にこだわり、一
口食べるごとに満足感を得られ、もっと食べたくなるような、忘れられない食事
体験をお約束します。frykrisp.com

ラブ・ユア・ヘルス・フーズ 
（Love Your Health Foods, LLC）

ミシガン州グランドラピッズ

米国のドライ・ロースティング・ソイナッツ市場のリーダーであるラブ・ユア・
ヘルス・フーズは、北米で唯一の、本物のドライローストソイナッツのメーカー
です。当社で加工している商品はすべて、上質でオーガニックな、非GMOのソ
イナッツです。米国の食生活は、健康効果や食べ物の危険性を重要視するように
恒久的に変化しました。ほぼ純粋な大豆タンパク質を1オンス当たり12g含んでい
る大豆ほど決定的で有効な健康効果を得られる食物源はこの地球上にありません。
高温のオーブンで加工した本物のローストソイナッツは、他の商品のカリカリと
した食感、ナッツの風味、豊かな味わいに匹敵します。当社のソイナッツは、保
存可能期間が非常に長く、タンパク質代替食品を探している主流商品の消費者、ベ
ジタリアン、ビーガンの消費者を対象としています。ナッツ不使用のおいしいス
ナック、サラダのトッピング、トレイルミックスへの追加、栄養バー、パワーバ
ー、焼き菓子の食材として、当社の商品はソイナッツの代表的な商品です。
loveyourhealthsnacks.com

マ・カ・カナ（Ma Ka Khana LLC）
「ベベズ・オール・ナチュラル（Bebe’s All Natural）」

ニュージャージー州エジソン

インド料理が注目されている今、マ・カ・カナが消費者の日々のジレンマを解決
します。外出が多く、母親や祖母が作ってくれたような家庭料理を作る時間がな
かなか取れない人をお手伝いします。インド料理とその風味が好きな世代に向け
た、料理に挑んではみたいけれど時間に追われてどこから始めればよいのか分か
らない方のための商品です。「ベベズ・オール・ナチュラル」のシマーソースなら、
タンパク質、野菜、レンズ豆などの豆を炒めて、当社のマサラを加えて混ぜるだ
けで済みます。手早く簡単でおいしい料理の仕上げに、手頃な価格のマサラを加
えれば完成です。

100%ビーガン | 100%天然 | グルテンフリー | インスタント | 便利な商品 | 常温
保存可能 | インド料理 | 多様な使用方法 | 多国籍料理によく合い、ディップ、マリネ、
シマーソースとして使用可能 | 糖類不使用 | 保存料不使用 | 増量剤不使用 | 化学物
質不使用 | 12.5オンスのガラスびん／スパウト付きフレックスパウチ入り | 
@Bebesallnatural | Bebesallnatural@gmail.com | 米国 |
+18482286707 BebesAllNatural.com

ローズ・シスターズ・ブランズ（Rose Sisters Brands, Inc.）
「ローズ・シスターズ・チップス（Rose Sisters Chips）」

コネチカット州ブリッジポート

当社は、焼きたてで香ばしい、風味付けされたユニークな割れるトルティーヤを
作っています。チップス、クラッカー、フラットブレッドが組み合わさったよう
な商品です。当社の風味付きベイクトトルティーヤチップスは、食事体験に活気
をもたらします。口に入れると感動して満面の笑みが浮かぶでしょう。硬く、カ
リカリ、サクサクとしていて、香ばしく、忘れられないスナックです。何も考え
ずに食べてしまうようなスナックではありません。当社のチップスを食べた誰も
が初めて食べた時のことを覚えており、その後も食べるたびに同じように有意義
なひとときを過ごせます。

風味付けされた香ばしくておいしい円形のベイクトトルティーヤが各袋に3枚入
っています。「オリジナル・ファミリー・レシピ（セイボリー）（Original Family 
Recipe (Savory)）」は4世代前に作られました。ファミリーパック（9インチのト
ルティーヤ：7.09オンス）とスナックサイズ（7インチのトルティーヤ：4.33オ
ンス）の2サイズで展開しています。伝統を受け継いだ、記憶に残るヘルシーで
ユニークな風味の「メスキートBBQ（Mesquite BBQ）」は、芳醇なスモーキー
さにコショウを効かせ、ほんの少し加えたマイルドな辛さを楽しめる商品で、ス
ナックサイズのみで提供しています。

トルティーヤを袋の中で割って、自分だけのチップスやクラッカーを作りましょ
う。独特の風味と食感を楽しめます。ディップ、サルサ、ワカモレ、フムス、チ
ーズ、シャルキュトリ、タパス、スープ、サラダなどとも相性が良いスナックです。

女性経営企業 | コーシャ対応 | ベジタリアン対応 | ナッツおよびシード不使用 | コ
レステロールフリー | トランス脂肪フリー | 低糖質 | 揚げていない焼き菓子 | info@
rosesisterschips.com　　　　@rosesisterschips rosesisterschips.com

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。
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ショーミー・バーベキュー・ソース 
（Show-Me BBQ Sauce, LLC）

ミズーリ州ロッチポート

「ショーミー・バーベキュー・ソース（Show-Me® Bar-B-Q Sauce）」は、50年近
くにわたり、シンプルで少ない材料でシンプルな味わいを追求してきました。そ
してその評判は、主に口コミで広がりました。ミズーリ州の中心部にルーツを持
つ当社の3種類のソースと5種類の調味料は、米国中西部の定番となっており、忠
実なファンが当社の商品に対する愛着をシェアしてくれたおかげで、米国50州、
世界11カ国、多くの米軍基地のキッチンで愛用されています。冷蔵不要の製法を
用いており、常温保存が可能であるため、裏庭で肉を焼く人から、BBQピットマ
スター、料理好きの方に至るまで、誰でもどこでも当社の定番の味を楽しむこと
ができます。「ショーミー・バーベキュー・ソース」のボトル1本1本に料理への
探求と伝統が融合されており、本格的な深みのある味わいで料理をする喜びを引
き出します。当社は家族経営企業として、言語や文化の壁に勝る本当に大切なこ
とは、愛する人たちと過ごす食事の時間であることを理解しています。そのため
の商品を作るのは当社ですが、思い出に残るひとときを生み出すのは食を愛する
方々です。

冷蔵不要 | グルテンフリー | 保存料不使用 | 増量剤不使用

スリー・リトル・ピッグス（Three Little Pigs, Inc.）

ニューヨーク州ニューヨーク

スリー・リトル・ピッグスは、高品質でおいしいだけでなく、丁寧に作られた、手
軽で親しみやすいシャルキュトリを通じて、日常に楽しいひとときを提供するこ
とをミッションとして掲げています。1975年から、多くの受賞実績を誇る北米の
スペシャルティフード企業の一つとして、重要な評価や全米規模の20以上の食品
賞を獲得してきました。

伝統的なレシピで高品質の原料を使用し、人工の原料や保存料を一切使用せず、
100%天然原料の商品作りにこだわり、グルメでありながら手に取りやすいフレ
ンチシャルキュトリやおつまみを幅広く取りそろえています。スリー・リトル・
ピッグスで最もよく知られている商品には、「ムース・ド・フォア・ド・カナー
ル・オ・ポルト（Mousse de Foie de Canard au Porto）」、「プチ・トースツ（Petit 
Toasts）」、「ブレッド＆バター・コルニション（Bread & Butter Cornichons）」、
「プロシュート＆グリュイエール・スゥヴィド・エッグ・バイツ（Prosciutto & 
Gruyere Sous-vide Egg Bites）」、「リエット・ド・カナール（Rillettes de Canard）」、
「ジャンボン・ド・パリ（Jambon de Paris）」などがあります。

トータリー・フックト（Totally Hook’d）

マサチューセッツ州グロスター

トータリー・フックトは、マサチューセッツ州グロスターに拠点を置く小規模な
家族経営企業で、ペットにはペットオーナーが食べるのと同じような栄養豊富で
おいしい物を与えるべきだと考えています。そのため当社は、ペットの猫や犬の
健康を考え、ミノウ、ホタテ、オキアミ、ニシンを丸ごと使用し、1種類の天然
原料を用いたおやつを作っています。また、ペットができるだけ栄養を摂取でき
るように、保存料や添加物は一切使用せず、魚のみを使用しています。さらに、当
社の商品は、原料の栄養価を最大で97%維持し、商品の物理的な完全性を保つ、
フリーズドライ工程で生産されています。この工程によって、栄養豊富で風味に
優れ、油っぽくなく、サクサクした食感で、元の形と同じ形状と色のおいしいお
やつが出来上がります。これらの要素を組み合わせた当社のおやつを選べば、大
切なペットに最高の自然の恵みを与えることができます。totallyhookd.com

バッカルー＆カンパニー（Buckaroo & Company, LLC）

イリノイ州エバストン

ロリキング・バッカルー（Rollicking Buckaroo）の「ペッパー・ジャム（Pepper 
Jam）」と「シーズニング・ブレンズ（Seasoning Blends）」の胸躍る世界へよう
こそ。ここでは、フレーバーに境界線はなく、自由に料理を創作できます。

ロリキング・バッカルーは、商品を販売しているだけではなく、味覚を呼び覚ま
し、料理のレベルを引き上げる体験を創出しています。熱心な料理愛好家も、情
熱あふれるシェフも、バイヤー、卸売、フードサービスを行っている舌の肥えた
経営者も、当社と共にフレーバーが広がる冒険の旅に出掛けましょう。

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

http://www.foodexport.org


Food manufacturers and restaurant chains have 

found a new market – sauces. Sauces and condiments 

are crowding consumers’ refrigerators and pantries as the 

personalization of food that sauces offers coupled with 

contemporary convenience to source it means more sauces 

for more cuisines are available than ever before, reported 

The Wall Street Journal.

Sales of chocolate and candy reached an all-time 

high of $48 billion in 2023, according to the 2024 State 

of Treating report by the National Confectioners Association. 

While that sales figure was largely driven by inflation, 

consumers continue to embrace chocolate and candy for 

special occasions.

As cocoa prices continue to climb, the demand for 

chocolate remains strong as ever. Concerns over the 

supply of cocoa from West Africa – home to three quarters 

of the world’s production – have driven the market higher, 

prompting brands like Hershey to issue profit warnings and 

that investors should expect limited earnings, reported CNBC.

Inflation hurt seafood sales in 2023, but preparing 

seafood at home has grown increasingly popular since 

the COVID-19 pandemic, according to FMI - The Food 

Industry Association's Power of Seafood 2024 report. Sales 

revenue for seafood declined 3.1% to $18.9 billion in 2023, 

reported Seafood Source. 

Recent medical studies have linked the consumption 

of several substances on California’s banned list to 

serious health problems. Recorded health issues include 

cancer, hyperactivity, and neurological disruptions, reported 

The Food Institute.

Approximately four in 10 consumers worldwide find 

health and wellbeing nutritional products too expensive, 

according to a new report by Nutiani. Additionally, one-

third of all surveyed consumers feel rising costs have made it 

hard to continue purchasing healthy products.

About 81% of shoppers say it’s important to them to 

purchase clean-label food products, according to a 

new study by Acosta Group. The Clean Label Insights 

Study also found that 83% of shoppers are knowledgeable 

about clean-label products or have at least heard of them.

The U.S. is among the world’s top four biggest 

cheese-loving countries, according to new research by 

Mintel. Approximately 96% of Americans say 

they eat cheddar. Meanwhile, The Netherlands 

is by far the most cheese-crazed nation.

Extreme weather in Louisiana has 

endangered the crawfish season. 

Drought conditions over the summer 

overheated crawfish before farmers could 

harvest them, creating a dire situation that the 

governor has declared a disaster, reported 

The New York Times.

A lawsuit filed in New York accuses the 

nation’s sugar producers of colluding to 

keep prices artificially high. This alleged action rippled 

through the industry, reported 

The Food Institute.
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食品メーカーとレストランチェーン店が
ソースという新たな市場に注目
ウォール・ストリート・ジャーナル（The Wall Street Journal）
によると、さまざまなソースや調味料が消費者の冷蔵庫と
パントリーを埋め尽くしており、ソースによる食事のパー
ソナライゼーションと、ソースを入手する際の現代の利便
性が組み合わさって、これまで以上に多くの料理にソース
が使われるようになっています。

2023年のチョコレートとキャンディの売上が
過去最高の480億ドルに
全米菓子協会（National Confectioners Association）のレ
ポート「2024 State of Treating」によると、この売上には主
にインフレが寄与していますが、消費者は引き続き特別な
日にチョコレートやキャンディを購入しています。

カカオの価格が高騰し続ける中でも
チョコレートの旺盛な需要に変化なし
CNBCによると、世界の生産量の4分の3を占める西アフリ
カからのカカオ供給に対する懸念が市場価格の高騰を招
いており、ザ・ハーシー・カンパニー（The Hershey Company）
などのブランド企業は業績の下方修正を発表せざるを得
ない状況にあるため、投資家は限られた収益しか期待でき
ない見通しです。

2023年のシーフードの売上はインフレによって落ち込ん
だものの、コロナ禍をきっかけに家庭でのシーフード調理
の人気が上昇
このことはFMI（The Food Industry Association）のレポー
ト「Power of Seafood 2024」で明らかになりました。シー
フード・ソース（Seafood Source）によると、2023年のシ
ーフードの売上は3.1%減の189億ドルとなりました。

最近の医学的研究で、カリフォルニア州の禁止リストに掲
載されている複数の物質の摂取が深刻な健康問題に関連
していることが明らかに
ザ・フード・インスティテュート（The Food Institute）によ
ると、確認されている健康問題には、がん、活動亢進、神経
学的混乱が含まれています。

ニューティアニ（Nutiani）の新しいレポートで、世界の消
費者の10人中約4人が健康・ウェルビーイング栄養商品が
高過ぎると感じていることが明らかに
また、調査対象となった全消費者の3分の1が、価格の高騰
によって健康に良い商品を購入し続けるのが難しくなっ
たと感じています。

アコスタ・グループ（Acosta Group）の新しい調査で、買
い物客の約81%がクリーンラベル食品の購入が重要であ
ると回答
「Clean Label Insights Study」でも、買い物客の83%がク

リーンラベル商品のことをよく知っている、
または少なくとも聞いたことがある、と回答
していることが示されています。

ミンテル（Mintel）の新しい調査で、米国は世
界で第4位のチーズ愛好国であることが明ら
かに
米国人の約96%がチェダーチーズを食べて
いると回答しています。一方で、オランダは
最もチーズを愛食している国であることが
分かりました。

ルイジアナ州の異常気象で
ザリガニの収穫期が危機に直面
ニューヨーク・タイムズ（The New York 
Times）によると、養殖農家がザリガニを収
穫する前に、夏季の日照り続きでザリガニに
とって過酷な暑さとなり、州知事が災害を宣
言する事態に至りました。

米国の砂糖生産者が結託し、人為的に高価格を維持してい
ることを告発する訴訟をニューヨークで提起
ザ・フード・インスティテュートによると、この申し立てが
業界に波紋を呼んでいます。
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